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	「フロンティアAIを巡る現状と今後 — 大局からの 6 つの提言」
	1. 「振り回されない」 AI を個別事象ではなく構造の変化として捉える
	2. 「止める勇気と止まる覚悟」 システムやサービスが止まる事態を想定する
	3. 「かかる費用の理解」 AI 時代の人材・体制・予算を見込む
	4. 「やるべきことをやる」 基本のセキュリティを徹底する
	5. 「不可欠な集団防御」 中小企業の「防御能力格差」を埋める
	6. 「使う人があってこそ」 人への投資を継続する


